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家庭教育応援企業にお勤めの皆様には、日頃より本県の家庭教育の推進 

につきまして、御協力いただき厚く御礼申し上げます。 

働く保護者の皆様にとって、子育てや家庭教育の充実のためには、職場の理解や協力、 

ワークライフ・バランスの推進が欠かせません。また、企業にとっても、子どもたちの健 

やかな成長は次代を担う人材の育成として、とても重要です。 

そこで、本通信により、家庭教育に関する情報を提供したり、企業の皆様の取組を紹 

介したりすることで、家庭教育の充実に向けた職場環境づくりと、地域の家庭教育を推進したい

と考えております。今年度も皆様にとって少しでも有益な情報を提供できるよう取り組んで参り

たいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

今回の通信では、応援企業の皆様の取組と、福島県の子育て家庭を取り巻く状況について、７

月７日（日）に実施の読書活動支援者育成事業研修会のお知らせを掲載いたしました。 

 

 

 

企業の皆様には、「職場の家庭教育推進」「生活習慣向上の取組」「学校行事への参加促進」「職場

見学・体験の実施」「地域行事への協力・支援」などの面から家庭教育を応援いただいております。 

今回は、晃建設様の取組の様子をまとめた活動報告書を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 発行所 

 福島県教育庁県北教育事務所 

  福島市杉妻町2番1６号 

  電話024-521-2814 

株式会社晃建設 （福島市腰浜町） 

・職場の家庭教育の推進 

認証取得をHPに掲載と社内に掲示し、社内外に家庭教育 

を応援していくことを周知した。 

・学校行事への参加促進 

家庭教育応援企業資料により、学校行事への積極的参加を 

呼びかけ、休暇取得を促した。 

家庭教育応援企業の「取組事例」（活動報告）紹介！ 

 

 

～ 活動報告書の提出ありがとうございました ～ 
 

 

HPやSNSもうまく活用し、

従業員の方々が子育てしやす

い環境づくりに積極的に取り

組んでいただいております！ 
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福島県の「子育て支援に関する施策の年次報告（令和４年度分）」によると、３０歳代の労働力率が

低い「Ｍ字型」の傾向にあるものの、年々子育て世代の働く女性の割合は増えていることが分かります。 

福島県の子育て家庭を取り巻く状況について 

 

 

また、県内の３０人以上の企業における育児休暇取得率は、令和４年においては女性が９７．１％（平

均所得日数２９７．７日）、男性が２０．４％（平均所得日数２７．２日）となっており、男性の育児休

暇の所得が増加していることが分かります。 

「子育て支援に関する施策の年次報告（令和４年度分） 令和５年９月 福島県」 

 
働く女性や、男性の育児休暇が増えてきていることから男女ともに仕事

と子育てを両立できる職場が増えてきているんだね！ 
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読書活動支援者育成事業研修会のお知らせ 

 

 

震災語り部による講話 

「震災の記憶と教訓を次の世代へ」 
講師：五十嵐ひで子氏（相馬市観光協会） 

「子どもと絵本をむすぶ読み聞かせのコツ！」 
講師：佐藤真紀氏（南相馬市立中央図書館） 

講義・演習 

期日 令和６年７月７日（日) 
時間 １３：１０～１５：３０ 

（受付１２：５０～） 

場所 福島県自治会館３階大会議室 

申込〆切 ６月２８日（金） 

五十嵐さんは自身も津波の被害に遭い、その体験から得た教訓を次の世代

につなぐため、２０１２年から相馬市観光協会の「震災語り部」として活動してい

ます。未来につなぐべき、記憶と教訓を自分の言葉で伝えてきた五十嵐さんの生

の声を聴くことができる貴重な機会です。 

絵本の読み聞かせは、子どもたちの心の成長を促す大切な時間です。 

子どもたちの読み聞かせ活動にかかわる方はもちろん、子どもの読書

活動に興味のある方はどなたでも楽しめる内容です。佐藤さんから楽しく

読み聞かせのコツを学んでみませんか？ 

 

参加申込はこちらから 
県北教育事務所では、子どもたちの読書活動推進に向けて活動している

方々の研修会を行っています。「読み聞かせ」など子どもたちの読書活動に

興味のある方はどなたでも参加できる研修会です。ぜひご参加ください！

申込は右記二次元コードからお願いいたします。 

 

※ お車でお越しの方は、「県庁外来駐車場」を御利用

いただき、駐車券をお持ちください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

県北教育事務所では、企業内学習会実施企業を募集しています。 

各学校で、授業参観時等にＰＴＡ対象の研修を実施していますが、仕事の都合で職場に戻らなければ

いけなかったり、仕事をしている方々の参加率が低かったりと、学校での研修への参加がしにくい場合

もあります。そこで、より多くの方々に家庭教育の啓発を図っていくことを目指し、標記の研修を設定

しております。企業での研修を希望される場合は、県北教育事務所総務社会教育課まで御連絡くださ

い。 

 

○ 講師派遣に係る旅費や謝礼は、福島県教育委員会で負担いたします。 

○ 研修実施を希望する旨を別添申込書によりメールもしくはFAXで下記担当までお知らせくださ 

い。その後、打合せをしながら内容や日時等の詳細を決めていきます。 

○ 各企業の実態に合ったテーマを決めて、講師を紹介いたします。 

〔研修テーマの例〕 

・規則正しい生活習慣 ・親子のふれあい ・自己肯定感の形成・傾聴の仕方 ・個性の伸ばし方 

・読書習慣の形成 ・学習意欲の向上 ・運動の重要性 ・いじめ、不登校、非行への対応 等 

申

込

先 

 

福島県教育庁県北教育事務所 総務社会教育課  担当：伊藤 

TEL：(024)521-2814 FAX：(024)521-2870 

E-mail：itou_emi_02@pref.fukushima.lg.jp 
 

￥￥ 
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企業内学習会  

実施企業を募集しています 

家庭教育を充実させるためには、家庭や地域だけでなく地元企業の家庭教育への理解や

積極的な参加がますます求められています。 

そこで、各社の素晴らしい活動の様子をHPや企業通信等で広く紹介し、効果的な取組

等を共有することで家庭教育の充実を目指していきたいと考えています。「職場の家庭教

育推進」「生活習慣向上の取組」等、企業での工夫やアイデアも募集しています。ぜひ、活

動報告書にてお知らせください。日程を教えていただければ取材にも伺います！ 

 

【県北の家庭教育応援企業／１９６社（R６.５現在）】 

※ 企業名については県北教育事務所HPをご覧ください。 

（二次元コードからも見ることができます） 

 


